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序　　　文

本市は、豊かな自然と数多くの文化遺産にめぐまれた土地であります。

年々増加する埋蔵文化財の発掘調査は、より多くの遺産を残し、次の世代へ継承していく使命を

もってつずけられています。

本書は、平成3年度に国庫補助事業として実施しました長寺遺跡と大和古墳群・クリヤダ地区の

概要報告です。多くの方々にご活用いただければ幸いに存じます。

最後に、調査にあたり、ご協力いただいた関係各位に深く感謝申し上げます。

平成4年3月

天理市教育委員会

教育長　上　司　幸　男



例　　　言

1本書は、奈良県天理市礫本町に所在する長寺遺跡、同市萱生町・成願寺町に所在する大和古墳

群・クリヤダ地区の調査概要報告である。

2　調査は、天理教育委員会が平成3年度に国庫補助を受けて実施した。

3　調査にあたって土地所有者をはじめ、地元の方々に多大な協力をいただいた。

4　調査と本概報の執筆は、天理市教育委員会・松本洋明が担当した。
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長　寺　遺　跡

（第5・6次調査）



I　は　じめに

（1）調査の契機

天理市の北部に存在する礫本は、奈良盆地の東山麓を南北に延びる旧伊勢街道（上ツ道）と盆地

を東西に横断する旧竜田道（横田道）が交差する街道の要所にある。町並は街道筋に沿って家屋が

集中し複数の垣内によって郷を形成していたが、現在ではJR桜井線の模本駅を中心に町並が広

がっている。城下町として発展した柳本、市場町として展開した丹波市と並び天理市でも規模の大

きな市街地を形成した轢本は、かつて東大寺領の荘園が多く存在し、高瀬川の潅漑をはじめ荘園時

代から既に農業開発が積極的におこなわれ、近世には東大寺の朱印地として発達した村落である。

市街地にはJR桜井線の轢本駅と町の東側を県道奈良・天理線が走り、また名阪国道が接してい

るなど交通の利点から宅地の開発が目立ち、近年は長寺遺跡に関係する発掘調査がおこなわれてい

る。5次、6次調査も模本・瓦釜地区の個人住宅建築に伴う調査である。

図1長寺遺跡の調査地点（Sl／2500）　　1～6は調査次数

－1－



『 、享十 一酪 遠 拙　　　 ‾’蕩庄 一，　 哲 鳳 奉 職 表・ 耽 二酔 ‘‡増し早・・・　 一一‘’‘・・・；ヾ、 1、こ；

・云
’　 … ．曲言8，．閻 1l　　l頼

h

地 口 ，． 瑚 洩 拉 臣

iコ 中＼l掘 酷 で　　 珊 畢当日 ！　 －那 「 酢 m ＿＼　一一一二㌢‾イ
i＼　　　1　　　　▲‘i■　　　　　　　　　　　一○紺 ‾1日 i酎 酎 闇 口出 潮 三 上 』 ll．＋・Th‾．一一l；・l

潮 ＝≒ノ． ・・i蒜 二些

判 十

h

lり’ っ ’‘ニ

削 糟 …喪i

「「剋帖 一一一一十 也

臥 」』址 趣 軒 二j

監 定 一有 半 が

ll；二°議
1凍

l

脛彗鮎

lll
l l　　　・〝′l：l
‾－’一服

1－ヽ

1ミlノ！毒
昌＝う白さl ．r0㍍∴J石　 …　 －

川　 －
■　 …

一一一一．′．；堤 ・ヰ ヤ 」 U i l
喜・l

！ ・ 一 一一 一と一一一一　 彗 ＝ Ⅲ 二 ⊥ 二 月 ・・i 】　 I
l　 l
l▼

I
l
ll
l

！○ ．．陣 ヨ ・ ＿！呂　 皿 ＿エ ロ 葺 主 l

‾札喜一　 匡叫；日出 起 二 二　 皿 ll　　ノ　　　　lt　　　J1　1l　ll　l

帖 皿
l
i＿．．‘　」＿＿r‾　．．
瑚
門 閥 間 口蟻 e」

鼎 二』 距 二剋

l　I　　　‾丁
ir止 血 欄 腔朝 雄旧・．’虚

譜碧空隻患禰闇
ー
・・轟．癖 i I・ii：j‘・蓋・二 二・賢 愚 忘 鼎 二Lォ 廿 lJ

ll　　　　　　　　　　llll l

一軍＝亨ニr＝二魂 ＿＿⊥
什 卦 誹

り：」£一°二一二一三丁二起 工 1‘．l ‘竺軋粘 工欄 ． 。， ′礪 ヨl 亨 十 日 拙 蝉 虹 持 、‘∵・1

．－′二二二三才 一一一「ニーIl。dil、一1－lq．・l 酢 ・誓　　 ㌧詔．・－・・ ＼皐 ．‥ 。l工 嘉 矧 脛 柑 ′　 ｝′　 ‖ コ

己 』 」 腰 ・hi　　　　　 ‘一。二　 7

日 十 切 ノ縮 伴 事 距 折 闇 畢 ・盟　 題

i i i．j∃　 6 m ．腔窯 ′｝
己 ！　 酎 i … i

l　　　　　 ll 抑

′き二、－

5、J▼
中・遺．通惑

lち’．・．な

∴　 訝 ＿二 』 志 ∴ l ′ 胴 ． i l 。 l 蛎・・転 ．‡ 翫 ▼ ・［威 、叫叫当 。罵脛 ′や．J－．い．†；∵コ・ご璧 ！……－1慧、∫　 Y
ll．‾dl　′°‘
l

描 ・・一一一義1・－R・虻 踊離 ・酢謬攣笥蘭 lJ一‾　　　　　〝J1、、、－「・主。Jり々イ「－り　　きq■l．I一

謝
⊥ 腸 j ・過 同 一l ‘　 l 三　 に一　　 ！　　 ．．　　　　　　　　　 ユ・．′　　 一一一・一一・‾′・　　　　　 畑 ．．　 勝野　 ‾＿1‾J、、‘

・　　　　　　　　　　　　　　 ・・i ・；■．・・　 －　　　　　　　 l

、　　 □　　 ’ …　　　　　　 l ＼り1つ＿ 刑］　　　　　　 ＿」

J
。 ・－叶 い　 ・＿．互 ，

．°l°昌　　　 一

ヽヽノl′l▼　　　　　　　　J

．左罫
「 ロ 「「 瞑 芸 至′．‾コ琶 ‾ 置 肇 闇 副　 ・・　 ＿。 lliv 壷．．・1．．．．．．．・欄 ル紅 酢 ・l 腰 掛 ′竃 ．＿

！－　　　　　 ＿J＿　一し一一l　 ∴、－・1．J　　　　　　 ・・　　　　 ‾‾l・′′・・ 、．＿1‘　　　 ∴1． ．1十　　　　 封が　 ′ノ　ミ
肝 言 J ′＿う讐 ′言 ．；饗 三杢 耶 惇一‾√蔀　 部 ．断　 。’ 鳥 で ．

l “1 4 ・・”′
l

‖ 捕 －．ン芸 ・一一瑞 ・＿．lj】

上 二 』 酵 蓼 漕 巳睦 菰 再 ∵甑 ・・掴　 －』 －．　　　 ロ； 冒ゝ　 ヒ一一I
L ll、ヽ
l　　＼

鴫　 h ・・，． 日 加　 当 ′　　 試 胤 ：‘｛贅

l 、㌣ ． ‘ ・彗 蕊 魁 詣 酢 蛸 闇 距 ・l　　　　　　　　 旬　 F ニー・情 ぬ た は 冒 頭 m m ■T票 4 洞 騨＼ゴ

ナ1…．J山
rO¶▼TlIIIM

渇脆 薫 三‥

義 盛 麺 撃 － J・・

・・、」まコ＿無 位…l

ll ． U 。　　 魁 臓 ’1．－・！．押 撃、

l

閻 蝉 前掛

野 草 ・一且謙茫一

．＿： 二虻 麗 碓 ’一三

l逃 醍 盟 題 逗 ・・：嗣 1　　　 ・・　 － t　 。

l　 L・・・・・l ‘▼望

t　 コi口 ．2 ，、、．．鞄 靴 一　　　 mm ．．i＝

’㌧一憂 三 笠 禦 ！ ・闇 堕 ．・珊 ＿＿＿＿＿臣 ・監 碧 ＝l．‥
0 Jll

l
‘′J

．．岩 ≡ ≡ 云 ≡ ＝ ＝ 正 一　　　　　　　　　　　　　　　 壷血 道 、．　　　　　　　　　　　 叩¶

七

』 もl 」　　　　　　　　　　　　　　　 山　　　　　　　 九　 ぅ．
ll l
ニ＿‘1　 日　 ・′　 －　 ’ さ．　 －．．肯、『 l 止 璧「寸 評 ．・　　　　　　 ＿＿一 ．一・ 一　　　　　 〇・ ㌔　 ここ 土 二

莱 主 ∴ i ．圭 IJ
Jl

㌔．・　　t
▼l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

・㌢・′　 」 ■ 二　 日 ・Ⅷ ・ 潤 ．・－
′「、

i柑 也．l

■
l．‘トl

T ヽ、．．

l l
l ．l
l l

●■エtンタ一㌧一．

・　 J

⊂＝コ・）　 ．・－∴ノ・
狩 ’．笥 ’r’章一至窺

1 1 ニー1′，与

…品！ （・－1
・　 l 阜ll・・
l　l　l．j．l

J、’1
1　　4
l
l
l　　　　　　　　　°
1
一
l
I　　　　　r－‘・．

「 ‖ ・：・・j

J　　　t

J　　　 l

l　l
ll　　　 l
l

r
il

l　　　　jl
’　r
I JJ弔
1
1
㌦ ［

工 十
l

：当

ーL一一r－L－h

Jll　　　　ll潤 一！一1　　　1、

．，日 ・：m
l
T 「薄

． I 。世‾

「士 一－て鳶ll
こi

日 ・・●

「十
l「I

J・P’　　　 0　　　　　　　　　　　　　　　　 50 0 m
ニ’　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

■■→■■－ － ■■ 細 ■ －

図2　長寺遺跡の周辺（Sl／10000）
1．長寺遺跡（廃寺）　　2．散布地（弥生）
6．楢池廃寺　　　　　　7．柿本廃寺

3．轢荘中世集落　　4．散布地　　5．轢本基山古墳
8．和爾下神社古墳　9．在原廃寺
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（2）模本周辺の遺跡

A）弥生時代

長寺廃寺や在原廃寺などの寺院跡の所在が轢本で知られているが、近年の調査では長寺廃寺に重

複する弥生時代の集落跡が確認されっっある。

特に長寺廃寺の中心部が推測されている高良神社の北側、轢本町公民館地点（長寺1次）やその

西側隣接地（長寺4次）、楢ノ前地区（長寺3次）では弥生時代中期（大和第Ⅲ～Ⅳ様式）の土坑や

溝、谷筋地形に伴う自然流路を検出し、遺構や包含層に伴って多量の弥生土器が出土している。お

そらく長寺廃寺に重複する状態で扇状地に立地した集落が存在していたものと推測され、現状では

分かりにくいが当時はかなり起伏のある地形で集落の中を谷筋が流れていたことが判明している。

今のところ環濠に匹敵するような大溝を確認していないが、遺跡の範囲はさらに広がることが考え

られる。

B）古墳時代

市街地の東側には盆地の山麓から派生する比高50m前後の低丘陵（東大寺山）が広がり、丘陵頂

上部に立地する東大寺山古墳、丘陵の裾に立地している和爾下神社古墳、丘陵の南面、高瀬川に面

する赤土山古墳など100m級の大型前方後円墳や後方墳を中心とする古墳時代前期、群集境を形成

する古墳時代後期にかけて東大寺山古墳群は展開する。また模本の市街地では長寺3次調査で古墳

時代中期後半の埴輪が伴う古墳の掘り割りと考えられる大溝や、長寺4次調査では庄内期に並行す

る大型円墳と推測される大溝（堀）を検出し、東大寺山古墳群が丘陵地帯だけでなく裾野まで広範

囲に古墳群を形成していたことが判明しつつある。

C）奈良時代

長寺1次調査では多量の瓦とともに規模の大きな掘立て柱の跡が検出され、長寺廃寺の存在とそ

の主要な建物跡であることが考えられている。また高良神社境内の調査（長寺2次）では包含層か

らおびただしい瓦片が出土しており、隣接する1次調査地点とともに寺域の中心部が位置している

ものと推測される。ところで古墳群の形成が推測される長寺遺跡では1・2次調査地点に接する4

次調査地点で庄内期の大型円墳を検出し、平安時代（10世紀頃）まで堀の落ち込みを検証している。

中心部とはいえ長寺の寺域内には、多数の古墳が存在していたものと考えられる。

D）中世

JR桜井線の西側、竜田道を挟んで東五条五里六ノ坪、七ノ坪、東六条五里一ノ坪、十二ノ坪にか

けて平安時代後期から中世前期にかけて集落が存在していた。東大寺領と興福寺領を主体に展開し

ていた轢荘の荘園集落として文献史学においてはあまりにも有名である。四ノ坪・南小路・膳史垣

内に位置する中世集落の地点は、現在でも礫本の中心部にあたる。当時の集落形態は名主屋敷の散

在が指摘される若槻荘のような散村に対して、名主屋敷が一定の範囲に集中しながら村落を形成す

る池田荘のような集村（疎塊村）があり、轢荘の集落は池田荘に類似していた。JR桜井線の東側に

－　3　－



は興福寺の末寺になっていた長寺が所在し門前町的な様相が指摘される。中世後期には多数の垣内

が出現し郷村として轢本が形成している。
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Ⅱ　第5次調査

（1）基本土層

東大寺山から延びる山裾に立地した長寺遺跡は、標高70mから66mにかけてのなだらかな傾斜

で階段状の水田が開けた所に所在している。第5次調査地点はJR桜井線の轢本駅から北東へ300

mのところにある標高68．5mの畑地で100Idの敷地のうち長さ14．5m、幅3mの調査区を南北に

設定した。耕土（図3－1）の直下には20～30cmの幅で暗灰色土層（図3－2）があり、耕土の

上面からおよそ50～60cmほどの深さで暗茶色土層（図3－11）の弥生土器包含層を検出する。暗

茶色土層はおよそ30cmはどの幅で堆積し、同層の直下には黄褐色土（図3－13）の地山にいたる。

遺構は暗茶色土層中から検出し、特に古墳時代以降の遺構は検出が容易であったが、弥生時代の遺

構は同層からの検出が難しく地山の上面で検出をおこなった。実質的には暗茶色土層が弥生時代の

生活面にあたるものと推測される。

（2）遺構

遺構の検出は暗茶色土層の上面から容易に確認できた古墳時代から奈良時代の遺構と、同層から

すでに遺構に伴って土器が出土しながらも確認が難しく地山まで掘り下げて検出した弥生時代中期

の遺構に区別でき、古墳時代から奈良時代にかけてを上層遺構、弥生時代を下層遺構の2時期に大

別できる。

A）上層遺構

SD－01調査区の南端で検出した推定幅4～5

m、検出した深さ50cmの東西に延びる大溝状の遺

構である。遺構内には暗茶色系の土壌が堆積し、土

層中から弥生時代中期（大和第Ⅲ～Ⅳ様式）の土器

片が多量に出土している。しかし遺構の床面から古

墳時代後期の円筒埴輪底部（図4参照）が出土し、

図4　SD－01底面出土の埴輪底部（Sl／4）　　弥生土器は混入であることが判明した。長寺3次調

査でも古墳時代中期の埴輪が伴う古墳の堀と思われる遺構を検出しているが、この大藩も埴輪の出

土を重要視して古墳に伴う掘り割り跡と考える。

SD－04　調査区の北端で検出した幅2～3m、検出した深さ60～70cmの東北に延びる溝状の

遺構である。遺構内には暗茶色系の粘質土が堆積し多量の弥生土器片が出土している。しかし数点

の杯形土師器（図5参照）が出土したため弥生土器の混入であることが判明し、土器の特徴から7

世紀代の遺構と推定される。長寺廃寺から100mほど北へ隔てるが、長寺3次調査でも谷筋に堆積

した7世紀代の土器類を含む包含層を検出しており、遺構の性格は明らかでないが廃寺に伴う遺構

である可能性が考えられる。
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図5　SD－04出土の土師器杯（Sl／3）

SX－01調査区の北端で検出し

た深さ1mほどの落ち込みで、溝遺

構と思われるが定かでない。遺構内

は下層に暗茶色系の粘土層が堆積L

SD－04を切り込んでいる。出土し

た土器片から遺構の時期を求めるの

は難しい。

B）下層遺構 図6　P－2　出土の弥生土器（Sl／4）

調査区の全面で顕著に弥生時代中期の遺構を検出した。大溝が目立っ上層遺構に比べて土坑や

Pit、小満が目立っ下層遺構では豊富に土器片が出土している。上層遺構から出土している弥生土器

も下層遺構の撹乱による混入と思われ、SD－01の床面から検出したSK－02・03はそうした削

平をうけた遺構といえる。

遺構の密度や包含層から出土した弥生土器の様子から推測して、集落の中心部に含まれることが

考えられる。また長寺3・5次調査地点は楢川が流れる北方へも傾斜した地形にあり、長寺遺構に

伴う弥生集落が楢川を見る遺跡であったことが推測される。
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Ⅲ　第6次調査

（1）基本土層

1

＿てフ‾－‾∵－些Om
2

JR桜井線・轢本駅から東側一帯に長寺遺跡が広がっている。6

次調査地点は長寺遺跡が推定される西端部に位置し、標高66mの

宅地造成地にあたる。調査の段階には10cmはどの盛土がなされて

いた。盛土前の水田に伴う耕土の直下には暗灰色土層が幅30皿は

図7票差聖霊雪豊。。）　どにあり、耕土層の上面からおよそ50。mほど下位で黄褐色土層（地

山）に到着する。地山の直上には土器を包含する暗茶色土層の堆積が長寺3～5次調査で確認され

ているが、6次調査では暗茶色土はない。

（2）遺構

図8　第6次調査地区
平面図（Sl／100）

調査では黄褐色土層の上面まで掘り下げ、遺構の検出をおこなっ

た。

SK－01調査区の中央部で検出した長さ2m（推定）、幅1．5m、

検出した深さ20cmの土坑で、遺構の性格は不明。遺構の埋土から7

世紀代の土器類（図9参照）が出土している。

SK－02　調査区の中央部、北側壁面に接して検出した径1m、

検出した深さ50cmの円形プランの土坑で、遺構の性格は不明。遺構

の埋土から弥生時代中期（大和第Ⅲ～Ⅳ様式）の土器片がわずかに

出土している。

SK－04　調査区の中央部、SK－02の西側で検出した長さ2．5

m、検出した深さ50皿の楕円形プランの土坑で、遺構の性格は不

明。遺構の埋土から弥生時代中期（大和第Ⅱ～Ⅳ様式）の土器片が

出土している。

柱穴　調査で径20～30cmの掘り方が伴う掘立て柱の痕跡を検出

している（P－1～2）。調査区の関係から建物の全体は不明だが、第6次調査地点では何らかの建

物が存在していたものと推測される。長寺第3次調査で検出した10～11世紀頃に推測される家屋

跡の柱穴と類似し、平安時代の後期頃の建物跡とも考えられる。またSK－01包含層から出土して

いる土器に7世紀頃の遺物が目立ち、長寺廃寺に関わる遺構の可能性も推測される。
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Ⅳ　ま　と　め

長寺5・6次調査を通じて遺跡の様相がいくつか判明しつ

つある。

1）第1次調査以来、長寺遺跡の一帯では弥生時代中期のと

りわけ大和第Ⅲ～Ⅳ様式の土器類と遺構が目立ち、弥生時代

中期後半の段階で楢川に面した傾斜地形を利用して集落が発

達していた様子が推測される。しかし弥生時代の集落を特徴

ずける環濠にかかるような大溝は確認していない。弥生集落

が長寺遺跡の範囲を上回る公算で、長寺廃寺とは別に弥生集

落としての遺跡範囲の確認が求められる。

2）第3・4・5次調査を通じて同遺跡内においては古墳の

存在が確認されている。初現期の古墳が存在する可能性もあ

るが、古墳時代中期から同遺跡の一帯で古墳群を形成しはじ

ノ

図9　第6次調査包含層
出土土器（Sl／4）

める。これまで丘陵地帯で古墳群の形成が求められてきた東大寺古墳群であるが、山裾への広がり

についても改めて見なおす必要がある。

3）瓦類や寺院に関わる遺構を検出した第1・2次調査に比較して廃寺の縁辺部に位置する第3・

5・6次調査では瓦類の出土が極めて乏しく、長寺廃寺の中心部より隔てた感じをうける。しかし

3・5・6次調査を通じて7世紀頃の土器類が遺構に伴って出土しており、寺院に伴う関連遺構の

存在が十分に想定される。

4）疎塊村的な集村型の集落で知られている中世・轢荘の村落は、竜田道の両側に沿ってJR桜井

線の西側一帯に集落が所在していた。第3次調査で検出した10～11世紀前半にかけての井戸が伴

う屋敷跡は建物の規模も大きく、そうした轢荘の集村型集落が成立する直前の村落を考えるにおい

て重要な資料で、古代から中世にかけて集落がどのような展開を見るのか、興味深い問題である。
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I　は　じめに

（1）調査の動機

天理市の中南部、竜王山系の山麓に展開する大和古墳群は、佐保庄町から中山町におよぶ南北1．2

血、萱生町・中山町を山側にして兵庫町・成願寺町・新泉町・岸田町にまたがる東西1．4血の範囲

に及ぶ。上ツ道に重なって旧伊勢街道が古墳群の中を南北に横断していたが、昭和23年には県道天

理・桜井線が新たに古墳群の中央部に敷設され、近年はこの2本の幹線道路を中心に宅地造成が広

まりつつある。かって前方後円墳の形態を残していた栗塚古墳（図1－20）は県道の敷設後、沿道

に家屋が建てられ、その際に前方部が削平を受けている。また波多子塚古墳（図1－13）の西方に

あるマバカ古墳（図1－14）はくびれ部に通じていた農道を車幅に応じて削平し、現在では前方部

と後円部が切断されている。街道筋に沿う馬口山古墳（図1－18）やフサギ塚古墳（図1－21）は

成願寺町の集落に位置し、家屋の建築に伴って撹乱を受け墳丘の原形をすでに失っている。あるい

は旧国鉄・桜井線の敷設にともなって弁天塚古墳（図1－25）の墳丘が土取に利用され大きく原形

を失い、平塚古墳（図1－22）やマトバ古墳（図1－24）など大型円墳も輪郭を地形に残すのみで、

墳丘がない。また矢矧塚古墳（図1－23）は戦時中の軍事施設に利用され、墳頂部が大きく破壊さ

れている。出現期から前期にかけて大型古墳群を形成した大和古墳群は特種な墳形をもっ古墳が際

立ち、しかも山麓で起伏の激しい地形を利用した立地条件など、墳丘の原形と地形的景観の保持は

同古墳群の歴史的様相を探る貴重な条件といえる。しかしこれまでに市街化調整区域で覆われてい

た大和古墳群が、都市計画の整備に伴いJR桜井線・長柄駅を中心とする市街化計画が求められ、

開発が強まるきざしにある。

マバカ古墳の南方、クリヤダ地区調査地点には墳丘状の高まりを残した畑地がある（図2－5）。

調査は住宅建築に伴って事前に実施したものである。

（2）古墳群の景観

西殿塚・東殿塚古墳（図1－2・3）を主体に展開する大和古墳群は、柳本古墳群、纏向古墳群

とともに奈良盆地東南部の山裾に形成された古墳時代前期の大型古墳が群集する地帯である。200

mを越す巨大古墳（箸墓）が単独で立地される趣向古墳群。平野部に前方部を向け、山側には特殊

な墳形をもつ大型古墳1基ずっを配した（櫛山古墳・シウロウ塚古墳）2基並立の巨大古墳（行燈

山古墳・渋谷向山古墳）を中心に、大型古墳が群在する柳本古墳群。南方に前方部を向けた巨大古

墳（西殿塚古墳）とその山側に大型古墳1基（東殿塚古墳）を並列で配置し、両古墳を主峰にして

平野部に向かって放射状に多数の大型古墳が群在する大和古墳群など、群をなす大型古墳と核にな

る巨大古墳の立地や配置関係には、それぞれ古墳群によって個性的な形態をなしているが、逆に群

を通じて相関関係を感じさせる配置形態も認められる。
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寺

図10　大和古墳群・配置図（Sl／10000）
1．クリヤダ地区

2．東殿塚古墳
3．西殿塚古墳
4．火矢塚古墳
5．燈龍山古墳

6．中山大塚古墳
7．小岳寺塚古墳
8．空路空山古墳
9．西山塚古墳
10．下池山古墳

11．ホックリ塚古墳
12．西ノ山古墳
13．波多子塚古墳
14．マバカ古墳
15．ヒエ塚古墳
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大和古墳群の場合、西殿塚・東殿塚古墳を主峰に並立する下池山古墳（図1－10）と、西殿塚古

墳の前方部から延びた尾根筋上に沿って火矢塚・燈龍山・中山大塚・小岳寺塚古墳（図1－4～

7）が群を構成する一群（南支群と呼ぶ）。一方では波多子塚古墳（図1－13）を筆頭にヒエ塚・ノ

ムギ・馬口山・栗塚・フサギ塚・矢矧塚・弁天塚古墳を要する一群（図1－13～25・北支群と呼

ぶ）に大別でき、2種に群構成が区別できる。南支群は全長220mの西殿塚を主墳にして山側に東

殿塚を配して古墳群の主体をなし、燈龍山・中山大塚古墳など配列した尾根筋には西殿塚の陪塚的

な様相が見られる。たとえば南支群の様子を柳本古墳群に比較すると、行燈山古墳や渋谷向山古墳

の山側に配列されている櫛山古墳やシウロウ塚古墳が東殿塚に対応し、前方部に面し培塚に位置ず

けられるアンド山・天神山古墳や上の山古墳は燈龍山・中山大塚古墳などに対応する。つまり巨大

古墳に関わる支群構成が大和古墳群と柳本古墳群の間で共通している。さらに北支群の特徴は、波

多子塚古墳を筆頭に北面へ展開するヒエ塚古墳、南面には栗塚・矢矧塚・弁天塚古墳が直線的に並

び放射状の配置形態をなしている。そしてヒエ塚にはノムギ古墳、披多子塚にはマバカ古墳、さら

に西方で馬口山と星塚古墳、栗塚にはフサギ塚と平塚古墳、矢矧塚にはマトバ古墳、弁天塚にはそ

の西方で古墳の推定地点があり、放射状に配列された大型の前方後円墳それぞれに伴う東西並びの

おしどり的な古墳の配列関係をみることができる。特に特殊器台や円筒埴輪の出土例が知られてい

る南支群に比べると、北支群では波多子塚古墳や馬口山古墳で特殊器台や埴輪の採集例が知られて

いるが、他の古墳には埴輪類の出土例がなく、墳形も波多子塚古墳やノムギ古墳など前方部が特異

な形態をしているものがあり、北支群と南支群とでは違いがある。柳本古墳群の西部、上ツ道に

沿って点在する黒塚・石名塚・柳本大塚古墳や巻向古墳群に含まれる東田支群は大和古墳群・北支

群との対応関係が考えられる。盆地東南部に形成された前期古墳群の出現には、巨大古墳と大型古

墳群の形成に密接した様相と展開が求められる。
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1．ノムギ古墳　　2．ヒエ塚古墳　3．マバカ古墳
4．波多子塚古墳　5．クリヤダ地区・調査地点
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図11調査地点位置図（Sl／2500）



Ⅱ　調査の概要

（1）調査地点

天理成願寺町の朝和小学校から東へ150m、マバカ古墳の南側に近接した標高88mの地点で、一

辺がおよそ15mの方形に区画された比高1．5～2m前後の古墳状の隆起があり、現状では柿畑とし

て果樹園に利用されていた。調査の対象になった古墳状隆起が大和古墳群の中央にあり、古墳で

あった場合、前期古墳群の一基になる可能性もあった。宅地建築によって墳丘状の高まりが消滅す

ることはないものの、隆起部分の上面を直接利用して家屋を立てることから撹乱をうけることが予

測された。そのため事前調査を実施したものである。調査では南北と東西に調査区を設定し遺構の

検出をおこなった。

（2）断面観察

調査では果樹園によって土壌整備をうけた土層（図12－1）を確認した。また果樹園をおこなう

以前に激しい乱掘をいたるところで受け、著しいかく撹乱の痕跡（図12－8）を検出した。こうし

た撹乱に伴う土坑は砂利で埋め立てられている。撹乱坑には古墳時代から平安時代にかけて土器類

（図13）が出土しているが、撹乱は現代のものと推測され、出土遺物は撹乱後の埋めもどしの際に

混入したものと考えられる。

耕土上面より50cm下位で茶褐色土層（図12－4）がある。同士層内から古墳時代の須恵器が出

土しているが、他に新しい時代の遺物はみられず茶褐色土層が古墳時代に関わる包含層であること

が考えられる。調査では同士層の上面において茸石状の痕跡を南側に面した裾部から検出していた

が、同士層内から古墳時代の土器類が出土したため墳丘の可能性がなくなった。

また茶褐色土層の直下には淡茶黄色砂質土（図12－9）、の地山面へ続き、淡茶黄色砂質土層に

は出土遺物がない。よって地山から茶褐色土層にかけては、盛土よりも調査地点に推積していた自

然土壌的な様相が強い。

（3）出土遺物

調査では古墳時代から平安時代にかけての土器類が出土している。

古墳時代の遺物は須恵器類（図13）が主で、わずかに庄内期～布留期に並行する土師器（低部破

片）が出土している。須恵器類は後期～終末融こかけてのものが目立っ。出土状況はいずれも包含

層に含まれていたもので、遺構に伴って出土したものではない。

また平安時代後期の黒色土器や土釜、須恵器壷（図13）も、わずかであるが出土している。
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Ⅲ　ま　と　め

マバカ古墳の南方に所在していた古墳状隆起（奈良県遺跡地図、11－B－316）は古墳でなかっ

た。一段高くなったマウンドは階段状に区画された周囲の畑が耕地整理によって築かれた際、現状

のままで残された旧地形の痕跡と推測される。そうすると調査したクリヤダ地点とマバカ古墳・前

方部との間には40mほどの間隔で落ち込みが存在することになり、同古墳の南側を区画した掘り

割りの外郭を示す痕跡として考えることができる。マバカ古墳の場合、後円部の東側から南側にか

けて工場用地があり、すでに掘り割りの痕跡がわからなくなっている。しかしクリヤダ地区の調査

によって残存していた掘り割りの一部を再確認したことになる。
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SD－04の検出
（南から）

SX－01・SD－04付近の
落ち込み断面（西から）
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調査区全景（西から）

調査区全景（東から）
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